
                            

 

               

                     

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

第 55 号 平成 29 年（2017 年）11 月 16 日 

編集発行 山北町教育委員会学校教育課 

〒258-0195 山北町山北 1301－4 

ＴＥＬ 0465-75-3648 

平成 29 年度全国学力・学習状況調査結果 

 平成 29 年度全国学力・学習状況調査が、平成 29 年 4 月 18 日に全国の                
小学校 6年生及び中学校 3年生の全児童・生徒を対象に実施されました。 
この調査は、児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育指導の 

充実や学習状況の改善等に役立てることを目的にしています。 
その結果が、9月に文部科学省から送られました。学校は、児童・生徒               

一人ひとりに教科ごとの個人票を返すとともに、全体の結果を分析したう 
えで指導と改善に努めています。                  
【教科に関する調査】                                     
教科による内容項目において県公立学校と比較したところ、顕著に良好な点及び課題点は次のとおりで
した。なお平均正答率では、中学校国語においては、県平均をやや上回る結果となりましたが、他教科
は小学生・中学生ともにやや低い状況がみられました。 

    ＜裏面 解説＞ 

    

学びの窓から No.３  園・学校の研究会の様子を紹介します 

 

岸幼稚園・やまきたこども園 

今年度から、幼稚園だけでなく、保育
園・こども園も研究会に参加し、町内の
4 園が合同で研究に取り組んでいます。  

10 月 18 日（水）は岸幼稚園で、11 月
８日（水）にはやまきたこども園で公開
保育と協議が行われました。2日とも横
浜女子短期大学の佐野眞弓教授を招いて
助言をいただきました。「小学校入学ま
でに育てたい 10の姿」を意識しながら、
日々の保育・指導に取り組むことを再確
認しました。佐野先生からも「山北町の
環境を生かした保育を楽しんで。」とい
う力強いお言葉をいただきました。 

山北中学校 

山北町教育研究会及び足柄上郡中学校教
育研究会の指定を受けて 11 月 9日（木）に
山北中学校で研究発表会が行われました。     
これは県の学びづくり推進地域研究委託事
業の2年間の取組の成果を発表する場でもあ
ります。 
当日は山北町の幼稚園・保育園・こども

園・小学校の先生はもちろん、保護者や足柄
上郡、南足柄市、小田原市の先生も参加して
盛大に開催されました。生徒たちの元気なあ
いさつに迎えられ、全学級の授業が公開され
ました。友だちと対話しながら課題に取り組
む生徒の姿が多くみられました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年（第 8回～第 10 回・協議会） 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

○第 8 回（8 月 28 日） 

・教育長報告 

○協議会（8 月 28 日）  

・鹿島山北高等学校の設置許可に関する審議会答申について 

・第 66 回足柄上郡総合体育大会の結果について 

・第 15 回やまきた健康スポーツ大会について 

○第 9 回（9 月 21 日） 

・教育長報告 

・山北町教育委員会委員の選任について 

○協議会（9 月 21 日） 

・山北体育館について 

・山北のお峯入りについて 

・第 38 回日本山岳修験学会山北・丹沢学術大会について 

 

○第 10 回（10 月 24 日） 

・教育長報告 

○協議会（10 月 24 日） 

・山北町社会教育委員会議から教育委員会への答申の 

具体策について 

・学校における働き方改革について 

・学校・園行事等担当教育委員について 

・学校訪問について 

・平成 29 年度山北町民文化祭について 

・第 15 回やまきた健康スポーツ大会の結果について 

・第 39 回丹沢湖ハーフマラソン大会参加申込状況につ

いて 

 

教育委員会の審議事項 

≪小学生≫ 

○国語  ことわざの意味を理解して正しい使い方を選択する問題は、              
正答率が高く、与えられた条件から折り紙の魅力について自               
分の考えを記述する問題も比較的よくできていました。一方、               
例文の中のひらがなを正しく漢字に直す問題については、課               
題がみられます。 

○算数  □を使った正しい式を選択する問題や、公倍数を求める問               
題は比較的よくできていました。一方、手紙を３等分する直                
線を求める問題は、意味の理解が十分ではなかったようです。  

≪中学生≫ 

○国語  長文を読んで内容や要旨を理解し、正しい内容を選択する問題が特に高い正答率でした。ま
た、書き方話し方についても、分かりやすく伝えるための工夫を問う問題は比較的よくできて
いました。一方「古典」を扱う問題については、苦手意識のある生徒が多くみられました。 

○数学  平面の図形を移動したり、回転させたりしたときの様子を正しく選択する問題が比較的よく
できました。一方、反比例の立式や計算の順序等に関する基礎的知識の理解に課題がみられま
した。 

【児童・生徒質問紙調査】                                  
小・中学校ともに、生活面や学習面に関する質問が 85 項目で行われました。全体として小・中学生と
もに、前向きに生活をしている様子が見られます。自己肯定感が高い児童・生徒が多く、チャレンジ
する意欲が感じられます。また自分の考えを人前で発表することが比較的得意な児童・生徒が多く、
授業での積み重ねが感じられます。また、中学生になると、読書が好きな生徒が多くなることから、
継続的な朝読書の習慣が読書への興味を高めているようです。 

家庭生活では、テレビやゲーム等に費やす時間が多く、学習の時間が少ない傾向にあるようです。自
分で計画を立てて勉強する習慣が十分身についていない児童・生徒が多くみられ、家庭学習の取組に
課題がみられます。 

【今後の取り組み】                                     
①県指定を受けて「かながわ学びづくり推進事業」に取り組んでいます。研究の 2年目は「教師の授 

  業力向上」の取組を「その授業で子どもにどのような力がついたのか」という視点から検証をし、
より分かる授業をめざしてさらなる授業改善に取り組みます。 

 ②学習の習慣を身に付けさせるためにも、家庭学習の重要性について再認識し、学校全体で共通理解
を図って取り組みます。                                 

③授業の中で、他の人と意見を交換し、自分の考えを表現する場を多く取り入れます。話す力、聞く
力を育成するとともに、自分の考えをまとめる力を育てます。 


